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はじめに 

 

 高度な環境制御による通年栽培を可能とした植物工場について、日本では 1970 年代から

研究が始まったといわれる。筑波科学万博に回転式レタス生産工場や１本に 12,000 個の実

が成るトマトの巨木栽培が出展され、1980 年代半ばから後半にかけて最初の植物工場ブー

ムが起きた。1990 年代には農林水産省の補助金が導入され、第２次ブームが起きた。そし

て 2009 年以降、経済産業省と農林水産省による国の支援をきっかけとして、植物工場の第

３次ブームが起きている。 

 本調査では、新潟県が進める「夢プロジェクト調査研究事業」の一環として、新潟県産

業の高付加価値化を推進するために、今後成長が見込まれる植物工場事業について、植物

工場の機能評価及び市場に関する現状と先進情報を集め、この分野への新潟県内企業の参

入可能性や課題を明らかにする。  

 

 

 

 

 

 

 ▲アグリビジネス創出フェアと同時開催となったアグロイノベーシ

ョン2011（2011.11.30～12.02、於幕張メッセ）は、植物工場関連企

業が多数出展し、入場者数が前年を約１割上回るなど、植物工場へ

の関心の高さがうかがえた。 
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